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こんにちは。日本共産党です。ただいまからこの場所をお借りして日本共産党の政策の一端をお話しさせていただきます。よろしくお願いします。
いま、安倍自公政権がねらう戦争法案が大問題です。「平和・安全法案」というのは看板に偽りあり。中身は戦争法案です。
　戦争しない、武力は使わないと定めている憲法９条をふみにじって、自衛隊がアメリカのために海外で武力を使えるようにする、戦争に参加できるようにするというのが正体です。「後方支援」というけれど、武器・弾薬を運ぶ、ミサイルも核兵器も運ぶ、武力行使と一体の兵站活動です。明らかに、憲法違反であります。
　「集団的自衛権行使」というのは、日本の防衛のためではない。日本が攻撃されていないのに、同盟国のアメリカがおこす戦争にいつでもどこへでも自衛隊を送ることであります。
　アメリカのために日本の若者を戦場に送るな、血を流させるな！　日本を「戦争しない国」から「戦争する国」につくり変える戦争法案をつぶそうではございませんか。
　多数の国民のみなさんは戦争法案反対です。安倍自公政権は追いつめられております。戦争法案の衆院強行採決をやりました。安倍内閣の支持率と不支持率が逆転した。支持率は３割に落ち込んだ。国民は安倍政権総スカンです。
　全国でも愛知でも、戦争法案反対、安倍やめよの世論と運動が広がっています。ノーベル賞の名古屋大学の益川さん、安倍内閣は「平和国家の一線越えた」と批判している。名城大学のノーベル賞教授、赤崎さんも「絶対反対」と言っている。
　全国でも愛知県内でも、自民党系や公明党の議員が戦争法案反対の意見書に賛成しています。愛知県の扶桑町議会は「憲法の平和主義・立憲主義に反する安全保障法案」反対の意見書を全会一致で決めました。自民党系も公明党議員も戦争法案反対です。扶桑町といえば、自民党愛知県連会長の藤川参議院議員の地元中の地元です。そこで戦争法案ノーがおきています。
知多郡の武豊町議会では、公明党議員が公明党を離れました。
　安倍政権をささえる地方の自民党、公明に大きな変化が起きています。
　自民党中央は、中国や北朝鮮があぶないから安全保障法制が必要だと言っています。この脅威論は実はかなりインチキです。８月５日の参議院で、日本共産党議員の質問に、岸田外務大臣は「日本政府は中国を脅威とみなしていない」と答えました。
　アメリカのデニス・ブレス元太平洋軍司令官はなんと言っているか。「(南シナ海を）軍事対立のない地域」と冷静に見ています。自民党は「中国脅威」論を、安保法案・戦争法案の必要性の理由にしているけれども、そうではありません。
　中国と日本の間には領土問題があるけれども、日中の経済相互依存関係は広がっています。日本の貿易は中国ぬきには成り立ちません。愛知もそうです。愛知の企業の海外進出先を愛知県の資料で調べました。アメリカに出ている愛知の企業は２２７社、中国に進出している愛知の企業は、その倍の５２３社です。愛知のたくさんの企業が実は中国で企業活動をやっている。中国は愛知の企業にとってもアメリカ以上の市場になっています。
　こういう状況ですから、大事なことは、平和外交をすすめることです。軍事的対立を激しくする戦争法案ではなくて、戦争放棄の憲法９条を活かす平和外交、これが愛知経済にとっても必要ではないでしょうか。
　日本共産党は、憲法９条を活かし、日本、中国、韓国、北朝鮮の「北東アジア平和協力」関係をつくるためがんばってまいります。日本共産党と、すやま初美、すやま初美さんへのご支援お願いいたします。
　　７０年前、広島と長崎に原子爆弾が落とされました。その年だけで１４万人の命が奪われました。「核兵器のない平和の世界を」。これは被爆国日本国民の願いではないでしょうか。ところが、安倍政権は、日本を海外で戦争する国にしようとしている。戦争法案を通して、世界の戦場で、米軍のために自衛隊が核兵器を輸送できるようにしている。絶対に許せないではありませんか。
　　作家の瀬戸内寂聴さんは、こうおっしゃっています。「いまの非常に悪い政治の時代に、共産党がぶれないでがんばってくれていること、非常にありがたく、頼もしく思っております」
 みなさん。平和のため、国民の暮らしのため、ぶれずにがんばる日本共産党にご支援をお願いします。来年夏の参議院選挙では、比例代表は日本共産党、愛知選挙区はすやま初美、すやま初美とお願いいたします。
　戦争反対・平和をつらぬいて９３年、日本共産党にご入党ください。日本共産党の「しんぶん赤旗」日刊紙・日曜版をぜひお読み下さい。日本共産党への入党と、「しんぶん赤旗」の購読をお願いいたしまして、私の話を終わらせていただきます。ご静聴、ありがとうござました。                                      

